
 

２０日（金）初めてクッキング 

 １０月に掘ったお芋を大切にとっておきました。「お芋は掘りたてよりも寝かせておくと甘くなるんだよ」と

畑の神様（神谷さん）に教えてもらったからです。「そろそろ食べてみたいね。甘くなったかね」という声が聞か

れどうやって食べたら良いか相談会が開かれました。「やきいもがいいな…」「前にやったから他のにしよう」「ア

イス？」「ケーキ？」「ポテトチップス？」「スイートポテト？」「芋ご飯？」たくさんのアイデアの中からサツマ

イモチップスとスイートポテト作りに決まりました。 

今日の材料は「さとう・ぎゅうにゅう・

バター・さつまいも」自分のものは自分

で作れるように配置しています。 

蒸かした芋をつぶします。スプーンを上手に使い

カップのへりにあててつぶしていました。「やきい

ものにおいがするな。いいにおいだな」 

「わたしはフォークにしたよ。すぷーんよりつ

ぶしやすいよ」片手ではフォークに力が入りず

らし、手を添えてつぶしていました。 

「ぎゅうにゅういれたらもこもこ

してきたよ」入れる前と後での違い

を言葉で表現していました。 

牛乳 

手で混ぜ合わせたことで「きいろいねんどみたい。おだんごつくろう。 

ゆきだるまをつくろう」とそれぞれが形つくりを楽しみました。 

「おいしすぎる」 

やっぱり味見は最高だね！ 

味見 

いろいろな形ができました 

「ハートだよ」 

「きょう１ばんがんばったのは、

ミニーちゃんだよ。どう？」 

「おいしくなーれ」 
できあがり 

スイートポテト作り 

サツマイモチップス作り 

スライサーでサツマイモをカットしホットプレートで揚げ焼きです。 

全員が順番にすべての工程を行いました。 

「いろがかわってきた。ぐ

つぐつってうごいてる」「い

いにおいがする」 

色やにおいを感じながら自分で作るスイートポテトとサツマイモチップス。作る過程での

気づきを友達同士で伝えあい楽しい雰囲気で作業をすることができました。衛生面を考えて

自分のものは自分で責任をもって作るという考えで行うことで味見もＯＫにしたことで焼

く前と後、芋の時材料を入れた後などの味の変化にも気づくことができました。そして、子

どもたちがやりたかったことを実現することができたことで、満足感や達成感を味わうこと

ができました。初めてクッキングは大成功に終わりました。 
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